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開催日時：２０２２年１月９日（日）９時００分～１７時１５分 

開催方法：Web 配信と会場参加のハイブリッド開催 

参加会場：米子コンベンションセンター 国際会議室 

 

 



 

あいサポート とっとりフォーラム 22 
     ホワット・ア・ワンダフル・ワールド      

 

  [TOKYO 2020 オリパラ]から世界へおおくのメッセージに心打たれました。パラリンピックの 

    閉会式にはルイ・アームストロングの「ホワット・ア・ワンダフル・ワールド（この素晴らしき世界）」 

   に人間の素晴らしさ、共に生きることの素晴らしさ、日本で共有できたことに感動と余韻にそまる中、 

   対面開催！ 企画した次第です。ここにきて冷静になり感染対策の徹底とご協力を大原則とし、昨年に 

   続き１日だけの企画としました。エッセンシャルワークとして、私たちの役割の重要性を再認識される 

    空気の中、“素晴らしきゲスト”の皆さんとともに“ワンダフル・ワールド”「お正月はとっとりで！！」 

とご案内いたします。 

※ゲストの方々は現段階では全員登壇される予定ですが、感染症等の状況によりＷｅｂ登壇となる場合がございます。 

予めご了承くださいますようお願い申し上げます。 

 プ ロ グ ラ ム                                             
 

 9:00 – 9:15     年頭所感                                      

「郷土の歴史が 今蘇る(よみがえる)」大地の囁きが聞こえる町・米子 

                 伊木 隆司（米子市長）（交渉中） 

 9:15 – 10:20    After コロナ ＋ 激変する時代を                               

         「改めて 地域福祉を考えてみた…緊急レポート」 

          新型コロナウイルス感染拡大、2 年の日々とともに世界は大きく変化する時代の福祉を多角的視点で現

場のスペシャリストをお迎えし、今何を課題とし整備、追加等 discussion します。私たちに何を求め

られるのか、この道の達人 3 名に聞きます。命を守り、安心と安全が求められる暮らしを支える福祉へ

の提言として、現場主義モットーとされる前厚労省副大臣山本ひろし議員を囲み語っていただきます。 

          (  清水 明彦（西宮市社会福祉協議会副理事長） 

         (  山本ひろし（参議院議員・前厚生労働省副大臣） 

[進行]大平眞太郎（社会福祉法人グロー法人事務局福祉事業部次長・元厚生労働省障害福祉課相談支援専門官） 

10:20 – 11:30   行政説明                                          

        「令和４年度の福祉施策のポイントは」 

         with コロナから 地域福祉施策は ！？ （朝一 discussion のコメントも） 

                       矢田貝泰之（厚生労働省社会援護局・障害保健福祉部 企画課長） 

11:30 – 12:30  休 憩 

12:30 – 13:15   年頭所感 22nd記念講演                                  

        「時代のうねりの中、日本の福祉はどうあるべきか～未知なる感染症を乗り越えて」 

                       吉田 学（厚生労働省 事務次官） 

 

 



13:15 – 14:30   新春のおはなし                                      

        「おなじくなくて、いいんだよ」 

            湯浅 正太（一般社団法人 Yukuri-te 代表理事 小児科専門医 小児神経専門医 てんかん専門医） 

                 絵本 「みんなとおなじくできないよ 障がいのあるおとうととボクのはなし」 

          絵本という限られた文字の中に、胸にこみあげる兄弟のやさしさが響きました。小児科医として、てん

かん、障害分野の専門医としてご活躍と同時に、障害のある兄弟姉妹の支援をされてます。今日は障害

児医療も含め深くてやさしいお話を聞かせていただきます。 

              「Yikuri-te（ゆくりて）」は障害を持つ子供たちや、兄弟姉妹児の支援を取り組んでいます。 

14:30 – 14:40  休 憩 

14:40 – 15:45   COVID-19 との闘いから 地方力 国力の素晴らしさを                      

                「未知なる遭遇」新型コロナウイルスとの闘い、それぞれの闘いがあり、振り返る自分があります。この

2 年間、国、地方自治体の役割、連携はどうあるべきか多く議論される報道がありました。平井知事さ

んは全国知事会長として着任され、日本と世界を視点に素晴らしく活気がでてきました。そして国では

福祉全般において日本の福祉、働く人の雇用保障を護り通し頑張っていただいている衛藤先生。国と地

方のパートナーシップの太い絆がもっと強い日本の福祉施策推進を成すと期待するところです。進行は

鳥取の顔、本日は静寂なる広江研氏が巧みに深めます。年の初めの特別情熱版として SDGs 前面に頑張

る、鳥取でよかった。日本でよかった。と元気いっぱいの仕事始めといたします。(平井伸治著 鳥取力 参照) 

                       平井 伸治（鳥取県知事）（交渉中） 

                       衛藤 晟一（参議院議員・元一億総活躍担当大臣） 

                       [進行]広江 研（社会福祉法人こうほうえん会長） 

15:45 – 17:15  「支援する」ということは、その人が抱える 困難に共に向き合うこと               

         「オープンダイアローグ」（開かれた対話）学ぼう 

                       森川 すいめい（精神科医） 

                  二つのクリニックで精神科の訪問診療と外来を行う・     ＮPO 法人世界の医療団理事…ホームレス

状態の人々を支援する社会活動家でもあります。 

          オープンダイアローグはフィンランドの精神病院で３０年以上実践されてきた取り組み、困難を抱

える人たちと対話し続ける事を柱にしている。2021 年に WHO（世界保健機構）でグッドプラクティ

スに選ばれた。ご自身が長い間、心の奥底に蓋をしていた心に負っていた傷の重い蓋を開けてくれたフ

ィンランドでの研修からです。オープンダイアローグを体験し、日本で志を理解する皆さんと実践され

ています。（タイトル 支援する･･･ TOKYO 人権 第 91 号の概要(令和 3 年 8 月 31 日発行)より引用） 

※事務局では 2022 年度中に、関心のある方で組織の中のリーダー的立場で実践したいという方を 

 対象に研修会を予定（日時未定）しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥取県・鳥取労働局・米子市・境港市・鳥取市・倉吉市・鳥取県町村会・鳥取県教育委員会・米子市教育
委員会・鳥取県社会福祉協議会・鳥取県共同募金会・鳥取県手をつなぐ育成会・鳥取県知的障害者福祉協
会・鳥取県経営者協会・鳥取県中小企業団体中央会・米子商工会議所・米子ライオンズクラブ・日本てん
かん協会鳥取県支部・鳥取県精神障害者家族会連合会・ＮＨＫ鳥取放送局・ＢＳＳ山陰放送・日本海テレ
ビ・山陰中央テレビ・中海テレビ放送・新日本海新聞社・山陰中央新報社・朝日新聞鳥取総局・毎日新聞
鳥取支局・読売新聞鳥取支局（順不同・敬称略） 

主 催：福祉フォーラム実行委員会
主 管：ＮＰＯ法人あかり広場・社会福祉法人もみの木福祉会 
事務局：〒683-0103 鳥取県米子市富益町 4660 番地 もみの木園内フォーラム事務局（宮本・松尾） 
                 ＴＥＬ 0859-28-8470  ＦＡＸ 0859-28-8899 
本 部：〒683-0001  鳥取県米子市皆生温泉 2-2-8 ＮＰＯ法人あかり広場 
              ＴＥＬ 0859-35-0505  ＦＡＸ 0859-35-0505 



銀行名 支店名 口座番号 口座名義 

米子信用金庫 北支店（店番 023） 普通 0244411 福祉
ふ く し

フォーラム
ふ ぉ ー ら む

実行
じっこう

委員会
いいんかい

 

渡部
わたなべ

恵子
け い こ

 山陰合同銀行 福生出張所（店番 126） 普通 3677002 

 

 
氏 名［ふりがな］ 住 所 連絡先 

［ふりがな］ 

 

〒 TEL  : 

FAX  : 

［ふりがな］ 

 

〒 ※参加費を振込まれ当日ご欠席され

ても資料をご住所まで送付します。 

◆振込人名義をお書きください。【                                     】 

お申し込み 

開 催 要 項  

 

日  時   2022 年 1 月 9 日（日）9:00-17:15 

場  所   米子コンベンションセンター 国際会議室（米子市末広町 294／ TEL 0859-35-8111） 

方  法   Web 配信 又は 会場参加 のハイブリッド開催 

定  員   Web 配信 200 名   会場参加 150 名 

参 加 費   Web 配信 3,000 円 会場参加 4,000 円 

      ※資料について Web 配信で参加の方は、前日までに申込アドレスにお送りいたします。会場参加は当日お渡しいたします。 

 

 

□お申し込みについて Web 配信と会場参加の２通りございます。お間違えの無いように、お申し込みください。 

●Web 配信申込について  

      Web 配信で参加をされる方は下記メールにお申し込みください。 

E-mail    akari@sanmedia.or.jp 

記載事項 ①氏名 ②連絡先 ③Web 配信参加と明記 ④振込名義 

      申込受付後（参加費入金確認後）、後日、申込アドレスに配信 URL、パスワードをお送りいたします。 
 

●会場参加申込について 

      会場参加をされる方は下記申込書にご記入の上 FAX 0859-28-8899 にお申し込みください。 

      申込みを受付けましたら FAX にて受付書を返信いたします。返信先 FAX 番号を必ずご記入ください。

また、下記メールにても受付いたします。 

E-mail   en-honbu@mominokifukushikai.jp 

 

【会場参加用申込書】 （不足する場合はコピーをしてご使用ください） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 申込期限 2021 年 12 月 24 日（金） 

 振込期限 2021 年 12 月 27 日（月） 

  振 込 先 参加申込後、参加費を下記のいずれかにお振込みください。 

 

 

 

 

          ※当日ご欠席された場合は参加費の返金は出来かねますことご承知ください。 

※宿泊は各自でご用意ください。駐車場は会場（米子コンベンションセンター）隣の米子駅前簡易駐車場 

をご利用下さい。参加者は無料となります。 
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